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市政だより

昭和55年10月15日 No.904 

人口の動き

9月 1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 5.7 9 0 + 159 
3 1.6 8 4 + 89 
3 4.1 0 6 + 70 
1 8.9 9 1 + 54 
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、ふるさとの歴史を訪ねよう、と10月12日、キリシ

キリシタン タン史跡探訪が行われました。

乙の日は市民48人が参加、深草静雄先生の説明で鈴

田牢跡、放虎原殉教地、 胴塚跡、純忠終えんの地の坂

史跡を訪ねて 口館跡など、大村のキリシタシの史跡を巡り、当時を

しのんでいました。
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毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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(2) り

シ
ル
バ
ー
ゾ
l
ン
を
設
定

おおむ

最
近
、
ゲ
l
ト
ポ

l
ル
を
は
じ

め
、
お
年
寄
り
の
外
出
す
る
機
会

が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
老
人
の
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
老
人
に
対
す

る
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
大

村
市
と
警
察
署
で
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
契
機
に
シ
ル
バ

ー
ゾ
l
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。
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老

人

保

シ
ル
バ
ー
ゾ
l
ン
と
は
、
老
人

保
護
地
域
の
乙
と
で
、
老
人
が
生

活
、
保
養
、
休
養
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
、
散
歩
な
ど
の
た
め
に
多

く
集
ま
る
場
所
や
付
近
を
対
象
に

各
種
の
交
通
規
制
、
交
通
安
全
施

設
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
老
人
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
設
定

さ
れ
た
地
域
を
い
い
ま
す
。

ゾ
ー
ン
内
で
は

交
通
規
制
と
し
て

速
度
制
限
、
一
方

通
行
、
通
過
車
両

の
排
除
、
註
車
禁

止
な
ど
が
行
わ
れ

歩
行
者
通
行
帯
が

設
け
ら
れ
る
な
ど

老
人
保
護
を
目
的

と
し
た
施
策
が
講

ぜ
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
当

面
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
て

半
経
五
百
メ
ー
ト

ル
内
を
シ
ル
バ
ー

ゾ
l
ン
に
設
定
し

※ 

護

地

域

標
識
設
置
や
道
路
標
示
、
速
度
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
ゾ
l
ン
内
に
お
け

る
規
制
に
対
し
、
取
締
り
や
監
視

を
強
め
、
老
人
保
護
を
図
る
乙
と

に
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
ゾ
l
ン
内
で
の
運
転

に
は
特
に
気
を
つ
け
て
、
速
度
の

出
し
す
ぎ
や
脇
見
、
無
謀
運
転
を

し
な
い
よ
う
、
老
人
並
び
に
歩
行

者
の
保
護
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

く〉

シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど O 

O 

乱

用

を

防

止

し

よ

う

シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
乱
用
す
る
と

中
枢
神
経
(
大
脳
、
脊
髄
)
や
内

臓
な
ど
が
お
か
さ
れ
た
り
、
呼
吸

マ
ヒ
を
起
し
て
死
亡
す
る
こ
と
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。

最
近
、
年
少
者
の
乱
用
が
再
び

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

増
加
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
協

力
し
合
い
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱

用
者
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
や
地
域
で
は

@
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
の
危

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

里

親

制

度

に

ご

協

力

を

ノ

一

保
護
者
の
死
亡
、
疾
病
な
ど
が
、
そ
の
里
親
を
求
め
る
運
動
一

の
事
情
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
温
が
、
十
月
を
運
動
月
間
と
し
て
一

か
い
愛
情
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
一

の
福
祉
向
上
を
図
る
乙
と
を
目
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
力
一

的

と

し

て

児

童

を

一

時

的

、

継

を

お

願

い

し

ま

す

。

-

一
続
的
に
自
分
の
家
庭
に
預
っ
て
※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
一

一

育

て

る

里

親

制

度

が

あ

り

ま

す

一

険
性
を
正
し
く
認
識
し
、
子
供

の
態
度
、
行
動
、
所
持
品
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

@
買
お
き
の
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
保

管
や
使
用
に
つ
い
て
は
、
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

@
乱
用
の
事
実
が
わ
か
り
注
意
し

て
も
や
め
な
い
と
き
は
、
関
係

機
関
へ
早
自
に
相
談
し
ま
し
ょ

・っ。

@
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
合
い
乱

用
す
る
よ
う
な
場
を
な
く
し
ま

I
U

ょ・っ。

「
こ
ん
な
時
は
赤
信
号
以

@
子
供
(
勉
強
)
部
屋
や
衣
服
か

ら
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
に
お
い
が

す
る
と
き

@
不
必
要
な
シ
ン
ナ
ー
や
ピ
ニ
!

ル
袋
、
コ

l
ラ
な
ど
の
空
ビ
ン

を
持
っ
て
い
る
と
き

バ
販
売
底
の
方
へ

@
少
年
が
一
度
に
多
量
に
購
入
し

ょ
う
と
す
る
と
き
、
数
人
が
共

同
で
購
入
し
よ
う
と
す
る
と
き

同
一
少
年
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
買
い

に
き
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
と

き
は
使
用
の
目
的
な
ど
を
確
め

ま晶

r
レ
ょ
・
っ
。

@
乱
用
者
を
見
た
り
、
う
わ
さ
を

聞
い
た
と
き
は
次
の
機
関
へ
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。

大
村
警
察
署

(
曾
③
l
三
一
一
一
六
)

大
村
市
少
年
セ
ン
タ
ー

(
曾
④
|
三
一
ム
ハ
一
〉

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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歴史のある私たちの町

文化財を大切に
み
Lコ'Yl ~ lY7 
可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

保護強調週間

文
化
財
と
は
古
く
か
ら
伝
わ
っ

て
い
る
も
の
で
、
有
形
・:
建
物
、

絵
画
、
彫
刻
、
古
文
書
、
衣
服
、

器
具
、
史
跡
、
古
墳
、
石
器
、
土

器
、
城
跡
、
庭
園
、
峡
谷
、
動
植

物
、
無
形
・
:
芸
能
、
年
中
行
事
、

民
謡
、
民
俗
芸
能
な
ど
色
々
な
も

の
が
含
ま
れ
ま
す
。

最
近
は
開
発
事
業
で
、
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
文
化
財
が
損
壊
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
文
化
財
保
護
の

た
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
配

慮
と
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
な
ど
に
も
価
値
あ

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大

事
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
週
間
を
利
用
し
て
、
近
所

に
あ
る
史
跡
の
清
掃
奉
仕
、
史
跡

共同募金運動始まる

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

め
ぐ
り
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
文
化
財
に
つ
い
て
お
気

く>

づ
き
や
ご
不
明
な
点
は
、
社
会
教

育
課

へ
ど
連
絡
下
さ
い
。

く〉

O 

街
か
ら
違
反
広
告
物
を

を
く
し
ま
し
ょ
う

最
近
、
電
柱
や
街
路
樹
な
ど
に

違
反
広
告
物
が
は
ん
濫
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
街
の
美
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
は
通

行
者
に
も
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
違
反
広
合
物

掲
出
者
に
対
し
電
話
や
呼
び
出
し

に
よ
る
警
告
や
除
去
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
屋
外
広
告
物
を
掲
出

、赤い羽根、空から第1号

赤い羽根の共同募金運動が始った10月1日

全日空機でミ第1号、が空輸され、乗務スチ

ュワーデスの本田明美さん、光永佐代子さん

わせな社会を築くために、皆さんのご協力を

から戸島市長に伝達されました。明るくしあ

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
点

に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

。
許
苛
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

都
市
計
画
区
域
な
ど
県
が
定
め

た
許
可
を
必
要
と
す
る
地
域
に

掲
出
す
る
と
き
は
、
一
般
に
自

家
広
告
物
(
一
定
の
大
き
さ
以

下
の
も
の
)
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て

県
の
土
木
事
務
所
で
許
可
を
受

け
て
下
さ
い
。

@
禁
止
物
件
に
掲
出
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

街
路
樹
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
電

柱
、
街
灯
柱
な
ど
に
は
広
告
物

を
掲
出
で
き
ま
せ
ん
。

@
道
路
上
に
掲
出
し
て
い
ま
せ
ん

4μ

。

お願いします。

道
路
上
に
は
道
路
法
、
道
路
交

通
法
に
よ
り
道
路
の
維
持
管
理

交
通
保
安
の
た
め
掲
出
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

(
土
木
課
)

H¥・
:
歳
時
記
・
:
・
7
・・
f
t
・
-f・c
・-
r
t
・--f
・c
・-・

:
t
i
r
-
-
1
ハ

灯
火
親
し
む
候

タ
灯
火
親
し
む
候
'
の
意
味

a---p・イ
司
司
冨
l
司

• 

ヘ
を
先
生
が
聞
い
た
と
こ
ろ
「
受

a闘で
.
uさ

ミ

平

九

-
h

験
勉
強
追
い
込
み
の
シ

l
ズ

入

¥

ノ

/
i
r
h
p

ン
」
と
答
え
た
中
学
生
が
い
た

:

-

i
l
J
:
・・

v

v

と

か

。

団

法

人

読

書

推

進

協

議

会

の

主

V

あ
る
新
聞
の
調
査
に
よ
る
と
催
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
二
十
山

川
最
近
一
年
間
に
、
日
本
人
の
読
二
年
に
始
ま
り
、
今
年
は
三
十
ん

~
書
時
間
は
、
一
日
当
た
り
で
三
四
回
目
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

~
十
八
分
か
ら
四
十
五
分
へ
と
七
十
一
月
は
「
政
府
刊
行
物
普
及
~

一
-
分
増
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
月
間
」
で
す
。
白
書
を
は
じ
め
い

山
こ
の
よ
う
に
、
国
民
全
体
と
し
調
査
も
の
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
政
い

y

て
は
読
書
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
府
刊
行
物
は
年
間
四
千
点
近
く
い
・

九
あ
る
一
方
で
、
受
験
生
は
テ
キ
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出
へ

九
ス
ト
と
漫
画
だ
け
、
と
い
う
傾
版
物
は
、
全
国
八
カ
所
の
政
府
八

V

向
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

)

v

ょ

う

で

す

。

五

十

四

カ

所

の

政

府

刊

行

物

サ

V

タ
灯
火
親
し
む
4

は
4

灯
下

l
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
販
売

.h

い
親
し
む
ク
と
も
書
か
れ
ま
す
。
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
般
書
居
い

ん
俳
句
の
季
題
と
し
て
は
、
お
ぼ
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

八
ろ
に
か
す
む
灯
火
は
春
、
澄
ん
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
日
本
全
ん

九
だ
さ
わ
や
か
な
夜
気
の
中
の
灯
国
で
毎
日
七
十
点
以
上
も
の
新
川

~
火
は
秋
の
も
の
。
そ
し
て
灯
火
刊
書
籍
が
発
行
さ
れ
て
い
る
そ
~

V

の
下
で
の
読
書
も
秋
の
ふ
ん
囲
う
で
す
。
時
節
が
ら
4

省
子
不
4

U

い
意
で
す
。
秋
の
涼
し
さ
と
夜
長
に
も
留
意
し
つ
つ
、
秋
の
夜
長
い

山
が
読
書
む
き
だ
か
ら
で
し
ょ
う
を
大
い
に
灯
火
に
親
し
ん
で
み
山

十
月
二
十
七
日

l
十
一
月
九
て
は
い
か
が
:
:
・
。

九

日

は

「

読

書

週

間

」

で

す

。

社

ム
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同
同
h
l
u

日
時
十
一

月
三
日
(
祭
日
)

午
後

O
時
三
十
分
か
ら

※
雨
天
の
場
合
は
四
日
に
順
延

場

所

市

営
球
場

出
演
種
目

。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
(
大
村
部
隊
音

楽
隊
)

。
パ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ
(
向
陽
高

校
)

。
ミ
ス
大
村
披
露
パ
レ
ー
ド

。
民
踊
道
行

(大
村
市
連
合
婦
人

会
、
九
州
電
力
大
村
発
電
所
)

。
樽
み
こ
し
(
青
年
会
議
所
主
管

市
内
各
職
域
団
体
が
出
場
、
一二

城
乙
ど
も
太
鼓
〉

。
寿
古
踊
(
寿
古
踊
保
存
会
)

。
今
村
浮
立
(
今
村
浮
立
保
存
会
)

P

。
竜
お
ど
り

(大
村
竜
お
ど
り
保

ぺ一
}

・

4

存
会
)

。
カ
ー
ニ
バ
ル
(
大
村
監
と
ん
四

部
隊
)

日
月

3
日

市

営

球

場

2
日
に
前
夜
祭
を
開
催

市政だより

祭

内場
容所

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

市
民
会
館
ホ
!
ル

。
ミ
ス
大
村
選
彰
式

......... 
日IJ

夜

日
時

十
一
月
二
日
(
日
)
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

。
職
場
対
抗
歌
合
戦

。
郷
土
出
身
歌
手
の
浜
航
二
が
特

別
出
演

O 

O 

O 

麻

薬

・

覚

せ

剤

禍

撲

滅

運

動

に

ご

協

力

を

/

麻
薬
、

覚
せ
い
剤
の
乱
用
は、

心
身
を
腐
敗
さ
せ
る
ば
か
り
で
な

く
、
各
種
犯
罪
を
増
加
さ
せ
、

社

会
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
害
毒
を

与
え
て
い
ま
す
。

乙
れ
に
か
ん
が
み
麻
薬
、
覚
せ

基
礎
づ
く
り

い
剤
な
ど
の
害
に
関
す
る
認
識
を

広
く
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
た
め
、

国
や
県
が
中
心
に
な

っ
て
十
月

一

日
1
十
一

月
三
十

一
日
を
期
間
と

し
て
「
麻
薬
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運

動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
も
麻
薬
、
覚
せ
い
剤

の
乱
用
に
よ
る
弊
害
に
つ
い
て
十

分
認
識
さ
れ
、
根
絶
に
ど
協
力
下

さ
い
。

@
お
願
い

。
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
乱
用
者
を
発

見
し
た
ら
大
村
警
察
署

(
曾
③

|
一
二
一

一一
六
)
へ

連
絡
し
て
下

大」い
。

。
家
庭
で
は
大
麻
や
ケ
シ
の
花
は

植
え
な
い
で
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

一

高

令

者

の

方

へ

一

一

無

料

で

職

業

を

紹

介

一

一
会
社
、

商
庖
な
ど
に
勤
め
て
お
気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
一

一

い

る

方

は

、

大

方

が

六

十

歳

で

仕

事

の

内

容

一

一
定
年
と
い
う
仕
事
の
く
ぎ
り
が
〔
事
務
員
〕
一
般
事
務
、
経
理

一

一
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命
ま
で
に

事
務
な

ど

一

一
は
十
五
、
六
年
の
期
間
が
あ
り
〔
軽
作
業
〕
会
社、

商
居
、
工
一

一
ま
す
が
、
こ
の
期
聞
を
ど
う
過

場
、
一
般
家
庭
の
作
業
、
屋
一

一
す
か
が
高
令
者
に
と
っ
て
は
最
内
外
の
清
掃
、
各
種
雑
役
な
一

一
も
関
心
の
あ
る
乙
と
で
し
ょ
う
ど

一
そ
乙
で
大
村
市
社
会
福
祉
協
〔
管
理
人
〕
宿
直
、
守
衛
、
夜
一

一
議
会
で
は
、

高
令
者
の
皆
さ
ん

警
、
駐
車
場
整

理

な

ど

一

一
が
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ

〔
家
事
手
伝
〕
炊
事
、
掃
除
、
一

一
て
い
た
だ
く
機
会
を
み

つ
け
る

洗
た
く
、

看
病
、
子
守
、
皿
一

一
た
め
、

高
令
者
無
料
職
業
紹
介

洗

い

な

ど

一

一
所
を
開
設
し

て

い

ま

す

。

※

詳
し
く
は
大
村
市
高
令
者
無

一

一

次
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
人
料
職
業
紹
介
所
(
社
会
福
祉

一

一
を
求
め
て
い
る
方
(
求
人
)
、
協
議
会
内
、

雷
@
i
一三
五
一

一
求
め
ら
れ
る
方
(
求
職
)
は
、
一

)

へ

一

一
臨
時
、
パ
ー
ト
に
か
か
わ
ら
ず

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

昭和55年10月15日
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室日程

市
役
所
健
康
相
談
室

午
後
一
時

t
四
時

ま
す
。

場
所
時
間

-

妊

婦

教

室

妊

月日 | 内 容

11/5 1l| 0。妊映は娠画じめ中、て生の母命保健親のとなる心得
(第1回)。 創造、

11/12 |l1 。0産妊安産娠後の中のた栄め養に保の(補と健助り方動作(貧、血妊食婦体の実操習の実〉習)
(第2回)。の

11/19 1l 1 0育児(、乳のす房さばせマら方ッしサ・い育ー母児ジ乳用の、実品習・赤ろちゃんの入浴)
(第3回)。映画 のそえ方

(1第1/42回6)1|。。乳家幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

教婦

り

安
産
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
健
か
に

そ
だ
て
て
い
た
だ
く
よ
う
に
次
の

内
容
で
行
い
ま
す
。
お
と
う
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
の
参
加
も
歓
迎
し

-
レ
ン
ト

ゲ
ン
検

診

おおむ

11月の日曜・祭日当番医
日|診療科目 i 病医院名 i所在地 |電話

松尾医院玖島町2-4412 

2 整形外科 橋口整形外科竹松本町5-8739 

外 科 松尾外科東本町2-3331 

内 科 藤井内科東本町2-3878 

内科
野口内科門日9 
田崎医院古1丁目町3-1234外・内科

内 科 松永医院古2丁目町2-2943 
16 
眼 科 岩崎眼科西本町2-3435

科 本郷医院

科 毛利医院ーの郷5-8517

3-6624 

24 産婦人・内科長野病院東三城町

2-2056 
30 
内・外科原 医院宮1小丁目路5-8427 

市政だより(5) 

レントゲン検診日程

所 間l時

午前9時~午後6時診療時間

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

民館 19:30--11:30 公村

-3歳児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
二
年
四
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

十
一
年
十
月

t
五
十
二
年
三
月

生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し

て
下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
三
日

午
前
九

時

t
九
時
三
十
分
午
後
一
時

z
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
健
康
に
関
す
る
相

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

11月の健康相談日程

日 内 廿打、

9:00--11:00 13:00--16:00 
乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

12 

--------------一一一

妊婦教室(第2回)

17 妊婦相談 一般健康相談

19 乳幼児相談 妊婦教室(第3回)

26 

------------
妊婦教室(第4回}

早
期
発
見

と
早
期
治
療

に
よ
り
結
核

の
撲
滅
を
図

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行

い
ま
す
。
毎

年
一
回
、
健

康
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
ガ
シ
な

ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
該
当

者
は
も
れ
な
く
受
診
し
て
下
さ
い

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

マ
就
学
前
の
乳
幼
児
マ
小
・

中
学
、
高
校
な
ど
の
児
童
生
徒

マ
事
業
所

で
定
期
検

診
を
受
け

る

人

マ

結
核
の
治

療
を
受
け

て
い
る
人

マ
妊
娠
中

の
人

料

金

無

料

※
詳
し
く
は

生
活
環
境

課
へ

[月日 [今場

111 6 r . ， . ~ -. -- i 
|三浦出張所 113:00--15:00 

l陰平上公民館 19:30--10:00 

11/7 1中里(平野商居前)I 10: 30--11: 30 

i鈴田出張所 113:00--15:00

|黒木小学校 110:00--10: 30 

11/10|萱瀬出張所1I:[llI口11比山1工M…:0
|原郷公民館 |川13止:3叩0--1日5:0ω0 

|立福寺(舟森商陪前〕川11叩0:00--1日1:3叩0 

刊
i福重出 13:00--15:30 

1寿古公民館 9:30--11:30
11/121 
|松原出張所 13:00--15: 00 
1東光寺 | 

..7f'..JL..，， 7Ip-r~/.ff.~~'\ 9: 30--10: 30 
山下正俊宅前) 1 

11/131野岳湖(小川商居前)111:00--12:00 

|武留路公民館 113:30--15:00 

|原口公民館 19:30--11:30 
11/14!竹松アパ-1-
i i13:00--15:00 B棟ょこ |
!竹松農業普及センタ-19・30--11:30 11/171'--" ..' 

( l一口:::1臼川川ル……3口川ル………0ωト川川…0卜N川…~叶叫叩1日15:3口3
|宮小路公民館 I 9止:3叩0--11:3叩0 

1日1/凡18引|隠黒丸(久保井商庖よ乙〉到11臼3:0∞0--14:00 
富ノ原公民館 |げ14:3叩0--1日5::30

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

!13:00~15101 
タンセ祉福nuυ 

4

，A 
J
J
J
 

1
4
 

噌
E
A

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

11月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
日| 時 間 場 所 対 象

4 Iゅ ml大村保健所|生後4カ月までの乳児
1313 0~15:00 福重出張所妊婦と乳幼児

h-~ ト1100||10 1 13~öö--î5~Ö。竹松出張所乳幼児

引山0:00I大村保健所 |生後ト7カ月の乳児
18 I 9:30-10:00 I大村保健所|生後8カ月以上の乳児

28 I 9:30"""11:00 I三浦出張所|妊婦と乳幼児



(6) 

講

習

会

り

-
木
版
画
に
よ
る
手
づ

く
り
年
賀
状
教
室

おおむ

毎
年
好
評
の
つ
く
っ
て
楽
し
い

も
ら
っ
て
嬉
し
い
木
版
画
に
よ
る

「
手
づ
く
り
年
賀
状
教
室
」
を
聞

き
ま
ず
。
。

期
間
十
一
月
六
日

t
十
二
月
十

一
日
(
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七

時

t
九
時
、
六
回
)

場
所
中
央
公
民
館
(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ジ
タ
l
内〉

対
象
・
定
員
成
人
、
三
十
人

講

師

岩

永
憲
治
先
生
(
大
村
小

学
校
長
)

受

講

料

無
料

(
材
料
費
は
自
己

市政だより昭和55年10月15日
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一
一
交
通
，
事
跡
粧
訟
)

一

(

毎
月
第
四
火
曜
日
)

一
日
時
十
月
二
十
八
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一
一
以
抱
軒
設
J
i糠談j

負
担
)

申
込
方
法
電
話
で
中
央
公
民
館

(
雷
④

l
一
ニ
一
六
一
)
へ

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。
圃
木
版
画
に
よ
る
年
賀

状
づ
く
り
教
室

中
地
区
公
民
館
で
は
、
木
版
画

で
の
手
づ
く
り
年
賀
状
の
教
室
を

聞
き
ま
す
。

期
間
十
一
月
十
日

1
十
二
月
十

五
日
(
毎
週
月
曜
日
、
午
後
七

時
か
ら
、
六
回
)

対
象
・
定
員

成
人
、
三
十
人

講
師
五
木
会
(
版
画
グ
ル
ー
プ
)

受

講

料

無

料

(
教
材
費
は
自
己

負
担
)

申
込
方
法

電
話
か
直
接
中
地
区

午
前
九
時

十
分

午
後

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

『
d

」

み
』

(
毎
月
第
一

木
曜
百
)

日
時

十
一
月
六
日

時

公
民
館
(
雷
③
l
一
三
七
六
)
へ

※
十
月
二
十
一
日
か
ら
受
付
を
始

め
ま
す
。

-
第

4
回
高
令
者
教
室

心
豊
か
な
老
後
を
送
る
完
め
に

話
し
を
聞
い
た
り
、
映
画
を
見
た

あ
と
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
お
互

い
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を

め
ざ
す
高
令
者
教
室
で
す
。

日
時
十
月
二
十
九
日

午
後
二
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

内
容
映
画
「
愛
さ
れ
る
お
年
よ

り
に
」

助

言

者

中
島

茂
先
生

受
講
料
無
料

申
込
方
法

電
話
で
中
央
公
民
館

(
曾
④
|
コ
二
六
一

)
へ

-
一
般
公
開
講
座

タ
唐
人
貿
易
と
長
崎
の
風
俗
'

十
月
二
十
六
日
(
日
)

午
後
二
時
か
ら

場

所

市

立
図
書
館
会
議
室

講

師

松

尾
照
美
先
生
(
市
立
図

書
館
長
)

主
催

史
談
会
青
年
部

(
社
会
教
育
課
)

日
時

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

ス
ポ

i

-
市
民
登
山
教
室

日
時
・
場
所

。
十
月
二
十
四
日
(
午
後
七
時
)

福
祉
セ
ン
タ
ー

。
十
月
二
十
六
日
(
日
)

多
良
山
系
へ
登
山

内

容

登

山
計
画
、
山
行
(
装
備

食
料
)
、
読
図
、
気
象

会
費
百
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

主
催
大
村
山
岳
会

後
援

市
教
育
委
員
会

※
参
加
希
望
者
は
、
当
日
直
接
会

場
へ

※
詳
し
く
は
山
岳
会
事
務
局
(
清

水
H
雷
④

1
0
0八
九
)
へ

-
農
林
水
産
ま
つ
り

相

撲

大

会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
連
帯
意
識
を

盛
り
上
げ
、
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す

日
時

十
月
二
十
六
日

場
所

大
村
市
農
協
土
俵

内

容

団

体
戦
、
個
人
戦

(農
林
水
産
課
)

-
萱
瀬
地
区
体
育
振
興

会
が
文
部
大
臣
賞
に

輝
く

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

か
ね
て
よ
り
地
域
の
体
育
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き

た
萱
瀬
地
区
体
育
振
興
会
が
十
月

三
日
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
文

部
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
振
興
会
は
、
昭
和
田

十
三
年
に
市
、

市
体
育
協
会
賞
、

五
十
三
年
に
県
体
育
協
会
賞
、
五

十
四
年
に
県
教
育
委
員
会
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
体
育
課
)

-
中
島
さ
ん
全
日
本
社

会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
で

3
位

九
月
十
四
日

1
十
七
日
、
群
馬

県
桐
生
市
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
で
中
島
泰
二
さ
ん
(
市
役
所
)

が
五
十
歳
代
で
三
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

(体
育
課
)

-
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
長

杯
(
小
学
生
の
部
)

成
績

九
月
二
十
一
日
、
市
営
陸
上
競

技
場
で
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
玖
島
@
中
央
③
西
大
村
、
三
城

~趨 10月は国民健康保険税 (3期)の納期です 1
J 、ムヴ樹ミ 固定資産税 (3期〉

!門似 納期内に納めましょう ( 

一一一 税務課?



※ 

下
水
道

昭和55年10月15日
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も

よ

お

し

-
第
引
回
市
民
音
楽
祭

十
月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

入
場
料
二
百
円

出
演
団
体
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

都
山
流
尺
八
、
大
村
グ
リ
ー
ン

コ
ー
ラ
ス
、
ユ
ン
ク
グ
ル
ッ
ペ

大
村
音
楽
同
好
会
、
筑
紫
会
、

規
友
会
、
若
水
会
、
カ
ト
レ
ア

コ
ー
ラ
ス

日
時

りおおむ市政だより(7) 

築
く
熱
意
で

主
催
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

後
援
市
、
市
教
育
委
員
会
ほ
か

※
詳
し
く
は
中
地
区
公
民
館
(
雷

③
ー
一
一
一
一
七
六
)
ま
た
は
社
会

教
育
課
へ

-
秋
の
中
地
区
公
民
館

合
同
グ
ル
ー
プ
展

中
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
合
同
グ
ル
ー
プ
展

で
す
。

期
間
十
一
月
八
日

t
十
日
(
午

前
九
時
l
午
後
四
時
三
十
分
、

最
終
日
は
三
時
ま
で
〉

多
加
グ
ル
ー
プ
油
絵
グ
ル
ー
プ

伸
び
る
町

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

水
彩
ク
ラ
プ
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
グ
ル
ー
プ
、
峰
友
会
(
書

道
)
、
池
坊
グ
ル
ー
プ
、
フ
ラ

ン
ス
刺
し
?
っ
、
手
芸
グ
ル
ー

プ
、
中
地
区
俳
句
会
、
和
裁
グ

ル
ー
プ
、
着
付
グ
ル
ー
プ
、
あ

ざ
み
グ
ル
ー
プ
(
料
理
)
、
宗

偏
流
グ
ル
ー
プ
、
茶
実
会
、
裏

千
家
同
好
会
、
五
木
会
(
版
画
)

-
児
童
読
書
感
想
発
表

大
会

市
立
図
書
館
で
は
、
読
書
週
間

に
ち
な
ん
で
児
童
読
書
感
想
発
表

大
会
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
せ

多
数
ど
来
聴
下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
七
日

午
後
二
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
表
者
市
内
小
学
校
推
せ
ん
児

童
二
十
人

-
れ
空
廠
殉
職
者
慰
霊
祭

ど
遺
族
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

関
係
者
多
数
の
参
拝
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

十
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分

場
所
慰
霊
塔
公
園
(
協
和
町
)

※
詳
し
く
は
第
二
十
一
海
軍
航
空

廠
慰
霊
塔
奉
賛
会
事
務
局
(
帯

屋
H
雷
②

l
三
五
二
八
)
へ

-
大
村
・
竹
松
両
駐
と

ん
部
隊
合
同
陸
上
自

衛
隊
創
立
初
周
年
記

念
祝
賀
行
事

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
お
い

で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

十
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所

大
村
駐
と
ん
地
営
庭

内
容
祝
賀
式
典
(
観
閲
行
進
)

竹
松
ホ
l
ク
太
鼓
、
音
楽
ド
リ

ル
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ
、
模

接
戦
、
レ
ン
ジ
ャ
!
訓
練
展
示

装
備
品
展
示
、
野
外
売
庖
開
設

※
当
日
は
午
前
八
時

t
午
後
三
時

ま
で
隊
内
を
開
放
し
ま
す
。

-
第

1
回
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

中
央
公
民
館
利
用
グ
ル
ー
プ
・

団
体
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
展
示
、

発
表
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
観
賞

下
さ
い
。

期
間
十
一
月
一
日

l
四
日
(
午

前
九
時

t
午
後
十
時
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
作
品
展
、
民
踊
、
詩
吟
、

合
唱
、
演
奏
、
演
劇
、
茶
道
な

h

と

※
詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

一

昭

和

町

年

版

一

一

県

民

手

帳

の

予

約

受

付

一

一
県
民
必
携
の
総
合
手
帳
で
す
〔
小
型
〕
由
∞

S
×
H
O

∞

皇

一

一

ぜ

ひ

ご

愛

用

下

さ

い

。

二

百

円

一

一

様

式

・

頒

価

申

込

締

切

十

月

三

十

日

一

司
〔
大
型
〕

?
m
S
×
巴

-
m
S

申

込

先

企

画

課

一

一

三

百

円

一

タ
l

〈
曾
④
l
三
一
六
一
)
へ

募

;集

一

単

身

者

の

方

一

一

公

営

住

宅

に

入

居

で

き

ま

す

一

一

従

来

、

公

営

住

宅

は

単

身

者

ま

で

の

方

一

一
の
入
居
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

O
戦
傷
病
者
手
帳
を
有
す
る
方
一

一
ん
で
し
た
が
、
法
改
正
に
よ
り
で
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
一

一
十
月
一
日
か
ら
次
に
該
当
す
る

t
第
六
項
症
ま
た
は
第
一
款
一

一

方

は

、

そ

の

資

格

が

認

め

ら

れ

症

に

該

当

す

る

方

一

一
ま
し
た
。
た
だ
し
、
身
体
上
精

O
原
爆
被
爆
者
の
う
ち
特
別
手
一

一

神

上

の

都

合

に

よ

り

独

立

し

て

当

を

受

給

中

の

方

一

一
生
活
を
営
む
能
力
が
な
い
方
は

O
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
一

一

除

か

れ

ま

す

。

。

引

揚

者

で

引

揚

後

五

年

を

経

一

一

つ

男

子

は

六

十

歳

、

女

子

は

五

過

し

て

い

な

い

方

一

一

十

歳

以

上

の

方

※

詳

し

く

は

建

築

課

へ

一

一
O
身
体
障
害
者
で
一
級

t
四

級

一

-
私
立
幼
稚
園
園
児

市
内
の
私
立
幼
稚
園
三
園
で
は

来
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

t

五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
十
月
二
十
日
か
ら

十
一
月
一
日

願
書
配
布

願
書
受
付

※
詳
し
く
は
各
国
へ

。
大
村
聖
母
幼
稚
園
(
植
松
二
丁

目
七
二
二

l
四
、
雷

@
l
二
O

四
八
)

。
向
陽
幼
稚
園
(
西
三
城
町
二
ハ

雷
③
|
四
八
二

O
)

。
長
崎
星
美
幼
稚
園
(
水
主
町
六

O
九
、
曾
②

l
二
四
七
三
)

お
jわ
:ぴ
:と
:訂
!正

十
月
一
日
号
で
四
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
日
時
を
間
違
っ

て
掲
載
し
ま
し
た
。
七
月
十
七
日

十
八
日
と
あ
る
の
は
十
月
十
五
日

と
十
六
日
で
す
。
大
変
ど
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

(
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
)



(8) 

の

他

そ

り

-
9月
初
日
で
統
制
小

作
料
が
撤
廃
さ
れ
ま

し
た

おおむ

小
作
料
に
は
統
制
小
作
料
と
標

準
小
作
料
が
あ
り
ま
す
が
、
昭
和

四
十
五
年
九
月
三
十
日
以
前
か
ら

契
約
の
小
作
地
に
つ
い
て
は
、
統

制
小
作
料
が
適
用
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
十
五
年

十
月
一
日
以
後
契
約
の
小
作
地
に

つ
い
て
は
、
標
準
小
作
料
が
「
目

や
す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

統
制
小
作
料
撤
廃
後
の
小
作
料

は
、
地
主
と
耕
作
者
が
お
互
い
納

市政だより昭和55年10月15日
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得
す
る
小
作
料
を
ど
う

契
約
す
る
か
で
す
が
、

標
準
小
作
料
に
準
拠
す

る
の
が
望
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
一
般
に
農
地

の
利
用
関
係
は
、
作
物

の
作
付
、
収
穫
な
ど
を

勘
案
し
、
年
を
単
位
と

す
る
利
用
関
係
か
ら
五

十
五
年
分
の
小
作
料
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
契

約
で
定
め
ら
れ
て
い
る

と
乙
ろ
の
小
作
料
の
額
に
よ
る
も

の
と
し
、
五
十
六
年
分
以
降
の
小

作
料
の
額
に
つ
い
て
改
定
さ
れ
ま

す
が
現
行
の
標
準
小
作
料
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
へ

回の部 00アール当り〉

金 額|米の収量

上 29.900円 485旬以上
中 24.500円 I385 ，... 484同
下 19.000円 I 385k¥l未満

畑の部 00アーJレ当り)

金 額 |固定資産評価額

11.600円 I78 ，... 68級
9.4ao円 I67 ，... 57級
7.100円 I56，... 47級

-
み
か
ん
採
取
、
稲
刈

り
賃
金
が
決
ま
る

農
業
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

五
年
の
み
か
ん
採
取
、
稲
刈
り
標

準
賃
金
を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し

た。

み
か
ん
採
取
、
稲
刈
り
(
一
日
当

り
食
事
な
し
)

。
男
三
千
五
百
円

。
女
三
千
円

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
稲
刈
り
(
結

東
紐
を
含
む
、
食
事
な
し
)

。
十
ア
ー
ル
当
り
、
七
千
五
百
円

※
ほ
場
な
ど
の
条
件
に
よ
り
二

O

Mm以
内
で
料
金
増
の
請
求
が
で

き
ま
す
。

-
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻

戦
没
者
の
父
母
に
対

し
特
別
給
付
金

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
で
、
特
別

給
付
金
の
国
債
償
還
が
完
済
し
た

妻
(
に
号
〉
に
対
し
、
十
年
償
還

の
国
債
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

清

和

国

へ

一

マ
森
九
州
男
(
久
原
郷
)
ハ
チ

B

子
供
の
家
へ
子
供
用
綿
入
れ
は

ミ
ツ
十
八
リ
ッ
ト
ル
マ
大
村
一

一

香

典

返

し

一
敬
称
略

一
-
麓
寄
付

一
敬

称

略

ん

て

ん

と

金

一

封

マ

光

建

設

E

(
代
表
者
岩
永
光
生
)
慈
恵
荘
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
泉
田
恵
子
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

へ

水

ょ

う

か

ん

九

十

個

、

ビ

ス

ほ

か

十

二

人

)

慰

問

マ

今

村

一

ケ
ッ
ト
百
個
マ
坂
口
老
人
ク
正
春
(
古
町
一
丁
目
)
映
画
慰
一

一
マ
稲
村
忠
蔵
(
西
大
村
本
町
・
マ
横
田
肇
(
池
田
一
丁
目
)
金

ラ

プ

長

生

会

(

会

長

大

塚

次

雄

)

問

、

菓

子

五

十

袋

一

一

亡

妻

ト

ワ

)

十

万

円

マ

渡

辺

一

封

マ

野

口

文

夫

、

茅

原

寅

-
慈

恵

荘

ヘ

タ

オ

ル

百

本

マ

三

酉

大

村

小

学

校

へ

一

一
冬
子
(
陰
平
郷
・
亡
夫
寅
雄
)
雄
(
東
大
村
一
丁
目
)
金
一
封
水
会
H
慈
恵
荘
へ
皿
う
ど
ん
百
マ
藤
川
武
晴
(
東
京
都
葛
飾
区
)
一

一

五

万

円

マ

一

瀬

恒

博

(

日

泊

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

二

十

人

分

マ

栗

須

常

雄

(

西

一

百
万
円

一
郷
・
亡
母
リ
キ
)
七
万
円
マ
浦
田
フ
ミ
(
日
泊
郷
)
大
村
本
町
)
慈
恵
荘
へ
五
万
円

ま
た
、
戦
没
者
が
戦
没
時
に
戦

没
者
以
外
に
直
系
血
族
の
子
も
孫

も
な
く
、
本
年
九
月
三
十
日
ま
で

の
聞
に
同
氏
を
称
す
る
子
や
孫
も

な
か
っ
た
戦
没
者
の
父
母
に
国
債

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

-
技
能
向
上
訓
練

(
被
覆
ア
l
ク
溶
接
実
技
)

訓
練
期
間
十
月
二
十
七
日

1
十

一
月
六
日
(
土
曜
、
日
曜
を
除

く
、
午
後
五
時
三
十
分

1
八
時

三
十
分
ま
で
)

場
所
長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

訓
練
費
三
千
円

申
込
方
法
十
月
二
十
二
日
ま
で

に
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
曾
諌

早
②
!
二
一
二
二
三
)
へ

※
詳
し
く
は
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

-
大
村
史
談
刊
号
刊
行

内
容
新
政
府
就
官
前
後
の
渡
辺

昇
、
今
富
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、

大
村
純
照
公
銅
像
、
彼
杵
島
田

浜
の
合
戦
、
大
村
の
熊
野
信
仰

北
伐
軍
戦
跡
旅
行
記
、
中
尾
静

摩
目
録
、
山
口
家
の
「
長
崎
根

元
記
」
、
国
是
一
定
、
稲
田
又

左
衛
門
無
手
小
伝
、
大
村
史
談

回
顧
録
、
名
万
と
三
彩
、
大
村

藩
史
跡
探
訪
の
枝
折
角
館
探

訪
写
真
、
会
員
録

頒

価

千

円

送

料

百

二

十

円

申
込
現
金
引
換
ま
た
は
振
替
、

現
金
書
留
を
ご
利
用
下
き
い
。

申
込
先
市
立
史
料
館
内
大
村
史

談
会
(
武
部
郷
三
二
三
|
て

振
替
長
崎
三
九
一
一
)
、
社
会
教

育
課
内
史
談
会
係
(
現
金
引
換

の
み
〉

-
愛
の
献
血
に
ご
協
力

を
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

佐
世
保
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
、
愛
の
献
血
運
動
を
行
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
三
日
(
午
前
十

時

1
午
後
三
時
ま
で
)

場
所
市
民
会
館
広
場

献
血
で
き
る
人
十
六
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
健
康
な
人
で
、

体
重
は
男
が
四
十
五
キ
ロ
以
上

女
が
四
十
キ
ロ
以
上
の
人
、
ま

た
、
前
回
の
献
血
か
ら
二
カ
月

以
上
経
過
し
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
(
曾
②
l
二
六
一
九
)
へ

-
漂
流
物
を
拾
得

拾
得
物
件
伝
馬
船
一
隻

拾
得
場
所
大
村
湾
箕
島
沖
付
近

※
お
心
当
り
の
人
は
総
務
課
へ
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